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資料１－１

第２次掛川市総合計画及び掛川市地域創生総合戦略について

１ 両計画の策定趣旨と関係
(1) 第２次掛川市総合計画の策定趣旨

少子高齢・人口減少社会が本格的に到来する中、多様化した市民ニーズに柔軟に対応

し、持続可能な独自のまちづくり戦略を打ち出し、将来に向けて市民が豊かさと幸せを

実感できるよう、まちづくりの新たな指針となる「総合戦略書」として、平成28年２月

に策定した。

(2) 掛川市地域創生総合戦略の策定趣旨

人口の減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞ

れの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力ある地域社会を維持していくた

め、まち・ひと・しごと創生法に基づき平成27年10月に策定した。

(3) 両計画の関係

・ 両計画とも、少子高齢・人口減少社会への対応が主眼。

・ 効果的な施策展開を図るため、同時期に展開する両計画に整合性を持たせる必要があ

ることから、地域創生総合戦略は第２次掛川市総合計画に包含する形で策定した。

２ 総合計画の概要と地域創生総合戦略
(1) 計画期間

総合計画：平成28年度から平成37年度までの10年間とする。ただし、迅速に取り組むべ

き施策については平成27年度より取り組む。

総合戦略：平成27年度から平成31年度までの５年間とする。

(2) 総合計画の主な内容

①掛川市が直面している喫緊の課題 本格的な少子高齢・人口減少社会の到来

※最新の国勢調査（2015年）の結果は以下のとおり

14歳以下人口 16,060人 15～64歳人口 69,041人 65歳以上人口 29,096人

総数 114,197人
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(出所) 1965～2010は国勢調査。
2015以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(平成25年3月推計)」
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②まちづくりの基本理念

基本理念 ：協働のまちづくり

基本的考え方：市民等が等しく主体的に参加できるまちづくり

生涯学習都市宣言の理念に基づくまちづくり

基本原則 ：情報共有・参画・協働

③掛川市の将来像

希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち掛川

④将来人口の目標値

持続発展可能な掛川市を目指し、２０４０年に人口１２万人を達成す

将来人口 るために・・・

２０２５年（平成３７年）の目標人口 １１５，０００人

年少人口１５％以上、高齢人口２５％以下のまちを目指して・・・

２０２５年（平成３７年）の目標人口構成は

将来人口構成 年少人口（０～１４歳） １４．４％以上

生産年齢人口（１５～６４歳） ５６．９％以上

高齢人口（６５歳以上） ２８．７％以下

⑤総合計画と地域創生総合戦略との関係

ア 戦略目標（３つの日本一）

掛川市の将来像を実現するため、戦略目標の３つの分野（教育、文化。健康、子育

て。環境）について日本一を目指す。

イ 重点施策

３つの日本一を達成するため、今後10年間で重点的に取り組むべき施策を総合計画

の中で、重点施策として設定。18のプロジェクト。

ウ 地域創生総合戦略との関係

地域創生総合戦略は総合計画基本計画において重点施策に位置付けている。
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⑥戦略目標

達成すべき目標として以下の指標を設定

ア 教育・文化分野 ～心豊かなひとづくり～

子どもが健全に成長していると思う市民の割合

１年間に文化芸術の催しを鑑賞した市民の割合 など

イ 健康・子育て分野 ～健やかなくらしづくり～

65歳以上で要介護１以下のお達者市民の人数

人口千人当たりの出生数 など

ウ 環境分野 ～住み続けたいまちづくり～

掛川市は住みやすいところだと思う市民の割合

人と人が信頼し助け合っていると思う市民の割合 など

⑦重点施策＝地域創生総合戦略

ア 戦略の柱４項目を重点施策として設定

※戦略の柱 ：１ 掛川への新しいひとの動きをつくる

２ 掛川にしごとをつくり安心して働けるようにする

３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

４ 明日の掛川をつくり豊かで潤いのある安心な暮らしを守る

イ 重点的かつ横断的に取り組むべき事業として計18プロジェクトを設定

ウ 重点プロジェクトを実現するための具体的な施策として計67施策を設定

エ 重要業績評価指標（ＫＰＩ）52項目を設定し、進捗管理を行う

⑧計画の推進にあたって

戦略的かつ計画的な施策の推進（施策間連携）、広域連携の推進、庁内連携の強化、

成果重視及び市民参画による進捗管理（協働による計画の推進）


